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晃正

投票所の亀喜怒

主翼

明
る
い
街
は
あ
な
た
の
一
票
で

十
一
月
十
一
日
に
告
示
さ
れ

た
設
孫
ふ
。
市
綴
会
議
長
選
挙

は
、
十
で
月
一
48T
文
科
午
前
七

位
時
か
ら
午
後
六
臨
時
ま
で
市
内
十

六
の
各
投
繁
茂
で
投
票
が
行
な

わ
れ
、
問
料
開
制
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
我
路
子
取
締
T

校
体
育
鍵
で

開
票
が
行
な
わ
れ
ま
ナ
。

と
の
滋
刻
中
は
前
号
で
も
一
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
三

十
日
制
令
M
M
q
て
阿
世
鍛
品
開
了
と
な

る
爺
議
会
世
間
政
令
選
ぶ
た
め
の

も
唱
で
す
が
、
抑
払
出
鵡
の
食
お
い
い

日
数
附
閥
抗
制
し
た
官
山
政
運
蛍
を
決

議
す
る
人
を
明
滅
ぶ
白
け
に
、
市

民
一
人
一
人
が
災
訓
則
v
h

考
え
、

出何分
mw
窓
志
に
従
っ
て
知
関
楠
協
議

会
燃
が
た
い
も
の
で
す
。

開
明
る
い
我
係
予
節
、
仲
間
み
よ

宥
権
者
は
必
ず
投
票
を

い
時
執
柑
邦
子
治
、
子
供
も
卓
也
大
も

安
心
し
て
口
H

常
生
滋
が
送
れ
る

に
は
、
市
廷
の
中
点
以
絞
し
く
こ

り
選
挙
を
還
師
酔
し
、
開
明
伐
の
品
料

係
予
な
考
え
、
五
万
四
d

寸
前
回
広

の
代
焚
と
し
て
動
〈
人
を
滋
ぶ

の
は
、
山
制
緩
品
鳴
り
務
ゐ
だ
主
思

い
た
い
も
の
明
、
?
。

ハ
選
挙
緩
む
行
使
〉

投
票
の
で
き
る
方
は

中
市
畿
会
議
員
選
挙
の
幾
U
H

校
級
殺
二
十
六
年
十
一
月
二
十

世
照
棋
の
で
き
る
人
は
選
挙
人
名
簿
一
一
n
n
M
M
織
に
出
生
し
た
方

v
h

由
盟
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
骨
役
所
欝
件

が
、
本
選
挙
に
惨
い
湖
離
縁
・
俊
明
暗

姿
員
会
で
は
、
十
一
月
七
段
索

後
脇
陣
の
滋
緩
急
混
と
し
、
十
一
円
万

八
日
登
録
的
り
淡
燈
壮
行
な
い
選

挙
人
名
簿
の
議
加
後
銭
安
行
な

い
ま
し
た
。
そ
の
炎
格
帯
対
仲
村
は

次
の
と
お
り
で
す
。

A
V
年
令
樹
桝
品
W

本
年
八
月
七
時
H

泌
総
か
ら
削
引

き
続
き
本
市
に
絞
福
間
索
引
明
し
、

か
っ
住
陣
尚
一
議
本
合
緩
に
叡
輪
踏
ま

た
は
附
掛
け
僚
な
済
ま
寄
れ
て
い

る
方
ぉとの
二
つ
の
糊
間
体
若
緑
内
総
し

て
い
る
方
で
も
、
禁
漁
絞
殺
や

枕
淑
間
槻
以
上
の
別
に
隔
地
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
が
終
ら
な
い
も
の
ま

た
、
そ
の
執
行
安
焚
け
る
ζ

と

が
な
く
な
る
ま
で
の
も
の
と
淡

徐
に
鐙
め
ら
れ
た
と
と
ろ
め
潮
路

線
・
お
よ
び
淡
陣
内
務
斎
等
に
開
閉
す

る
犯
察
に
よ
り
然
関
以
ム
母
飛

に
加
盟
せ
ら
れ
、
そ
の
制
刑
務
総
行

猶
予
中
母
者
並
び
に
後
噛
助
教

臨
機
、
咽
燃
織
協
恨
の
鯵
去
を
受
け
て

い
る
も
の
は
紋
郁
備
が
で
き
ま
せ

ん。

一
酉
肌
で

か
・
な
生
活
も
自
分
の

酬
明
る
く
一
応
し
い
選
準
と
同
吋
M
H

れ
て
い
る
今
日
、
隣
る
く
渡
し

い
選
挙
は
な
ぜ
必
淡
な
mm
か、

・
際
分
一
人
ぐ
ら
い
棄
援
し
で
も

と
い
う
考
え
が
あ
ち
ま
す
が
、

主主l'①申ー警官・事詩害警①②一部開!主
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そ
の
自
分
一
人
ぐ
ら
い
と
い
う

考
え
が
自
分
議
に
ど
う
影
綿
慨
す

る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
明
る
く
蕊
し
い
輝
雄
挙
は

な
ぜ
惑
饗
か

そ
れ
は
、
怠
遠
の
生
滋
d
m
隊

約
と
あ
ま
れ
ツ
に
も
胸
部
援
な
期
間
服
部

に
あ
た
る
か
ら
だ
ナ
。

遊
間
開
、
水
滋
、
救
世
禅
、
ど
み

加
地
瑠
捕
、
松
山
宅
事
業
お
る
い
は
品
制

緩
、
公
務
、
ど
め
一
つ
を
と
っ

て
も
簡
や
燥
、
中
部
閉
政
治
と
国
体

い
縞
ひ
っ
き
を
も
っ
て
い
ま

す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
政
治
の

自
民
し
議
し
が
滋
遂
の
生
活
を
梱
明

る
い
も
の
に
も
、
臨
附
い
も
の
に

も
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の

絞
払
情
念
行
な
う
人
遠
山
弘
樹
払
途
が

滋
ぶ
の
で
す
E

そ
れ
だ
け
に
中
市
民
勺
あ
る
忽

迭
は
帝
政
に
開
問
心
会
務
仏
唱
、
時
執

執
倒
的
教
幹
認
を
官
問
め
、
強
調
幾
や
人

僚
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自

分
り
慾
品
ゅ
の
も
と
に
笈
し
い
選

挙
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

殺
ん
。裁

織
は

i
i没
後
ノ

い
つ
む
選
挙
に
も
、
か
な
り

代
理
投
票

736 

制
日
曜
附
榔
叫
へ
と
ら
れ
投
冨
訴
の

際
、
す
{
樹
闘
の
方
や
身
体
時
故
時
押

で
字
m
り
か
け
な
い
人
出
り
た
め
に

代
漆
雲
市
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

代
後
投
議
除
、
-
本
ム
が
直
接

投
禁
一
併
で
そ
の
疑
念
総
求
し
ま

す
と
係
員
が
務
柑
概
念
守
っ
て
蜘
樹

き
技
師
知
が
で
き
ま
す
。

布
持
拡
や
学
校
一
四
一
年

堀

越

稔

絞
を
テ
i

T

V
い
し
叫

め
絞
殺
築
総
と
し
た
作
で
、
我

孫
子
衡
の
か
ぎ
ち
な
い
発
展
令

色
明
暗
あ
認
や
か
に
後
期
惜
し
た
も

の
で
す
。

選挙のγγボルです“

明るくIとしい選挙たみんなの乎で

轡政ーし
被
談
会
議
員
選
議
筋

ボ
ス
タ
i
二
点
入
選
と
淡
官
ゆ
る

我
孫
子
市
潟
挙
後
湾
淡
問
問
会
タ
F
Y
グ
ク
ラ
ブ
に
閥
均
し
、
線
一

主
我
孫
子
市
間
関
る
〈
獲
し
い
滋
ぉ
ζ
れ
ら
勉
学
に
時
間
ん
で
お
ら
一

滋
品
鮮
総
協
議
会
で
は
、
十
一
月
れ
る
そ
う
で
す
。
一

二
十
}
m
悶
に
数
日
付
さ
れ
る
士
市
議
問
絞
に
は
‘
先
に
公
募
さ
れ
一

会
議
員
噛
滞
緩

emボ
凡
タ
ー
を
募
た
第
二
十
人
総
綴
災
体
脊
大
会
一

築
い
た
し
て
お
れ
ソ
ま
し
た
が
、
(
措
品
開
稿
用
肉
体
}
の

Vγ
ポ
ル
マ
一

応
募
袋
二
ハ

O
名
の
や
か
ら
料
品

l
ク
の
入
選
作
と
な
グ
た
及
出
川
一

察
官
叩
後
や
学
校
‘
一
一
年
の
綴
越
稔
然
た
党
議
の
指
導
の
も
と
に
行
一

震
と
関
口
一
俸
の
統
芸
お
の
作
な
わ
れ
‘
翁
護
備
に
も
窓
ま
れ
一

絡
が
入
選
と
決
ま
ち
閥
切
る
く
蕊
て
わ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一

し
い
選
挙
の
務
政
却
に
終
わ
れ
て
命
後
ム
中
学
校
二
年
一

お

ち

ま

す

。

流

家

男

霧

一

閥
単
羽
と
も
お
金
中
学
校
の
レ
ま
わ
れ
ツ
mw
黙
を
市
民
と
し
‘
一

中
心
を
一
品
十
人
の
紬
明
日
同
と
見
市
一

陣
内
は
議
会
に
践
を
出
問
時
り
望
時
縮
会
一

は
ま
た
市
民
に
応
え
る
と
と

を
京
中
糊
慨
に
附
肉
祭
肺
肝
嫁
し
た
と
い

う
と
止
で
ナ
。
と
れ
ら
槙
制
限
点

凶
弘
中
学
生
と
慾
え
な
い
雌
川
町
げ
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
人
が
描
綿
織
し
て
お
れ
ツ
ま

す
が
、
棄
権
し
た
人
も
尚
尚
分
の

紘
一
泌
が
今
よ
り
も
曲
泣
か
に
な
る

こ
k

b

k

削
減
ん
で
い
る
は
ず
で

す
。
築
様
ず
る
人
け
か
多
く
な
れ

ば
な
る
援
ど
一
郊
の
人
の
考
え
一

や
綾
田
持
だ
け
に
よ
っ
て
、
時
帆
総

が
盗
殺
意
れ
る
と
と
に
な
号
、

民
主
主
義
の
翁
蹄
棋
を
な
緩
む
ば

か
き
か
、
副
払
渓
の
止
山
部
間
出
同
体

も
、
そ
の
希
望
す
る
方
向
か
ら

は
な
れ
て
い
く
こ
と
に
な
9
ま

す。
い
ラ
ま
で
も
な
く
滋
時
中
紋
机
制

緩
な
滋
じ
、
自
分
の
意
気
品
、
考

え
仇
粧
品
市
殺
に
災
挟
さ
せ
る
喰
一

の
手
殺
で
す
。

お
分
一
人
が
漆
臨
概
し
て
も
と

い
う
考
え
は
、
出
担
分
で
自
分
の

骨
同
殺
し
め
る
よ
う
な
結
条
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
必
ら
ず
投

開
献
し
ま
し
ょ
う
。
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内

at
 

一

栄

き

も

日

燃

し

に

ま

え

幡
工
の
気
の
怒
し
い
季
樹
聞
と
な
り
ま

発
し
た
が
‘
今
年
J
b
十
一
月
二
十

日
大
宮
か
ら
十
二
府
月
二
日
ま
で
か
品

別
問
一
気
に
欲
的
火
災
予
防
泌
総

付
斗
が
ね
り
な
わ
れ
ま
す
e

叫
抑
制
問
時
四
本
務
で
は
、
火
災
予
紡

釈
明
謹
動
突
総
務
措
慌
を
次
の
よ
う
低

限
笈
仏
剛
、
と
の
遂
抗
期
を
織
し
遂
め

…
る
と
主
に
し
て
お
ち
ま
す
め
で

…
皆
様
の
ど
協
カ
・
な
お
回
開
い
い
た

一
し
ま
ナ
。

…
遂
勤
の
向
陣
約

一

ζ

の
務
室
、
と
れ
か
り
火

・
「
稿
料
券
脱
抑
制
剤
を
潟
地
え
る
に
あ
た

i

柱
、
市
民
一
人
一
人
の
務
火
端
部

噌J
4

識
の
内
向
ぷ
念
図
9
火
災
の
発
会

紡
ふ
ん
主
人
命
損
傷
畿
放
の
絶
滅

あ
を
続
的
と
し
て
い
ま
す
。

行
月
刊
ω
自
か
ら
詑
月
2
日
ま
で

輸
相
今
年
の
遂
動
で
は

:
。
親
子
の
時
間
火
会
畿
の
実
施

g
O常口
H

附
明
か
ら
火
災
主
か
治
樹
齢

{告書主主草量郵使紛認可〕ー……一

暖
房
器
具
の
取
扱
い
は
特
に
注
意
を

に
な
っ
た
機
会
を
品
弔
え
て
、

胸
部
談
会
議
を
行
な
い
遜
線
、

抑
制
火
、
選
畿
の
方
法
を
滋
し

会
っ
て
お
き
ま
し
主
う
。

@
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
k
柑祖先

ぱ
ζ

的
措
抑
止

。
必
ず
灰
総
の
あ
る
場
部
閉
で
燃

察
し
、
よ
く
も
み
消
し
て
か

ら
総
て
ま
し

3
ミ

。
た
ば
ζ

な
く
わ
え
た
ま
ま
や

灰
皿
に
指
令
た
ま
ま
滋
れ
て

絞
っ
て
し
ま
う
と
滋
談
終
死

に
つ
な
が
れ
ツ
ま
す
。

。
筑
間
品
川
川
議
搬
に
し
て
水
役
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
W仇
艇
の
時
弘
締
陥
没
総
て
る
と
き

は
や
小
な
か
け
て
安
全
を
緩
執
り

ま
し
ょ
う
。

。
附
駅
間
防
総
兵
の
寂
し
い
縫
い
方

。
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
鐙
か
な
い
。

。
火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち
運
ば

h
l
a

、。
-
L
 

O
使
っ
た
あ
と
は
完
念
に
棋
倒
え

ハ
十
一
一
鈎
三
日
午
後
一
時
時
か

ら
月
ケ
瀬
工
務
〉

@
出
偶
蹄
凶
器
摘
制
時
間
閉
山
等
主
の
み
官

間
警
防
間
後
羽
商
円
相
糊
口
将
来
総
)

品
回
総
火
対
象
物
の
予
仲
間
夜
祭

ハ
十
一
月
一
一
十
九
日
・
一
一
一
十

E
H
V
 

た
か
機
ぬ
る
。

。
火
な
つ
け
た
ま
ま
総
抽
出
を
し

2
、。

ψι
付
金
拾

。
旅
崎
階
、
殺
務
夜
、
学
校
、
多

数
の
人
け
か
山
同
入
与
す
る
防
火

対
象
物
に
お
け
る
消
火
遊
嫁

郊
綴
の
災
銭
。

0
時
間
火
殺
灘
者
を
中
心
主
す
る

向
材
中
{
柏
町
な
消
防
淡
幾
銅
線
の

実
施
り

。
地
滑
防
相
m後
緩
む
点
検
・
お
よ
び

捕
開
閉
用
務
総
の
横
河
銭
。

な
お
、
予
防
滋
銭
安
強
制
畑
阪

市
ザ
に
次
の
よ
う
な
行
事
食
料
ね
な

い

ま

す

。

叩

僚

の

た

め

眠

時

総

に

な

っ

た

銭

。
十
一

na一
十
六

n日午
煎
六
終
二
十
玄
関
凶
策
潟
地
方
中
掠
絞
閥
抗

市
治
銃
殺
.
名
分
間
出
摘
さ
や
分
伝
幾
多
大
会
ハ
毎
自
剥
網
開
問
千
葉

に
ザ
イ

uvy、
学
腕
搬
の
吹
晴
官
官
A
潟
、
東
背
骨
巻
市
町
教
官
特
異
姿

お
よ
び
打
綴
安
行
な
い
ま
会
寸
実
務
各
約
玲
体
育
協
会
終

ず
。
ハ
淡
期
間
召
集
信
号
〉
催
〉
同
泊
、
十
一
月
一
摂
午
総
十

@
各
分
間
の
人
員
.
盟
愉
荷
州
鮒
曹
の
臨
吋
か
ら
臨
町
沼
市
投
獄

i
i弧判戸

点
検
お
よ
び
火
災
手
時
間
宣
伝
家
常
盤
平
日
マ
小
剛
附
ハ
十
区
一
…
十

パ

v
l
F
の
築
総
二
十
六
日
九
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
で
欄
間

@
然
防
本
線
、
危
淡
物
袋
入
鷲
掛
掛
か
れ
ま
し
た
が
、
品
斜
線
子
中
学

会
、
防
火
協
念
言
合
同
効
投
は
「
玄
年
噛
義
援
鯵
」
の
伏

火
支
伝
パ
レ
ー
ド
十
二
月
一
挙
を
う
ち
た
て
ま
し
た
。

日

午

知

則

山

市

参

加

し

ま

し

た

の

は

、

家

背

骨

@
燐
火
酬
明
夜
、
経
靴
例
会
の
間
関
揖
植
地
方
中
学
校
一
念
総
会
一
一
十
七
絞

雑
草
等
の
枯
草
試
完
全
処
理
を

総
裁
等
の
閥
均
九
認
処
滋
に
つ
い
お
け
る
雑
草
指
数
炎
や
送
時
時
綴

て
は
抽
出
号
で
も
お
緩
い
し
た
こ
幽
悼
の
療
機
絡
を
行
な
い
ζ

の
捻

と
で
す
け
問
、

ζ
れ
か
ら
総
紫
紺
噌
区
の
然
記
梢
潔
境
が
殺
し
く
向
上

が
紛
れ
て
乾
燥
す
る
と
マ
ッ
チ
い
た
し
ま
し
た
。

一
本
あ
る
い
は
た
ば
と
の
後
紋
窓
民
の
協
調
時
慨
が
ご
」
の
侃
問
中
M

e投
げ
総
て
等
地
時
ん
の
ち
ょ
っ
き
れ
い
に
し
よ
う
々
と
の
出
供
向
附

と
し
た
火
か
ら
火
事
に
な
る
よ
の
も
と
に
自
分
綴
の
怨
む
周
辺

う
な
状
怒
に
な
ゆ
て
い
ま
す
。
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
と

前
号
で
お
銭
ら
せ
し
た
予
の
血
り
て
い
た
判
向
け
れ
ば
殺
派
手
市

券
会
蜘
町
内
会
に
お
け
為

eこ
の
岳
山
崎
仲
が
き
れ
い
に
な
り
、
火
災

終
を
き
れ
い
に
し
主
う
向
調
揖
齢
期
や
犯
察
、
そ
の
的
閣
の
途
祭
主
な

は
去
る
十
月
二
十
同
開
箆
爽
総
寄
る
こ
k
も
な
く
な
争
開
明
る
い
伎

れ
町
内
大
幾
分
の
方
々
が
、
己
み
よ
い
衡
と
な
る
と
と
と
慾
い

の
嚇
鴻
融
制
に
餐
隠
し
町
内
会
出
向
に
ま
ず
。

。
火
災
予
務
機
回
副
首
都
、
ポ
月
タ

l
h
g
州市

smに相同品市。

@
火
災
予
防
チ
ラ
V
令
官
山
内
全

焚
世
帯
に
回
出
布
。

@
務
出
口
小
中
学
校
生
機
に
よ
る

火
災
Z
T
時
的
ポ
且
タ
i
募
集

ハ
予
防
鶏
獄
中
総
社
セ

y
hタ

ー
に
淡
町
附
い
た
し
ま
す
り
で

ど
腕
路
く
だ
さ
い
。
な
お
、
優

秀
作
品
に
は
十
二
月
一
日
食

品
を
授
与
い
た
し
ま
す
e
〉

南
部
中
部
内
小
中
学
校
滋
照
的
火
狭

後
会
的
開
催

こ
れ
ら
な
鮎
削
磁
し
て
お
り
ま

す
が
、
と
め
巡
訪
の
品
期
終
が
十

分
あ
が
る
よ
う
叫
宮
崎
憾
の
参
加
組
と

ど
協
力
者
お
側
関
い
い
た
し
ま

す。

我喜
孫雰

議子 E
中奴
::ftが伝
中手玉

は逼
一統
位緩
に勝

で
し
た
。

当
岡
山
帖
、

ν
1
旦
に
光
作
品
ち

午
約
九
時
か
ら
野
阪
市
役
務
部

で
期
間
会
式
が
行
な
わ
れ
、
国
制
附
田

市
体
育
協
会
会
庶
民
な
ど
の
め
い

さ
市
に
緩
い
て
税
制
綿
子
ホ
学
授

の
山
口
修
湾
震
が
力
強
く
蜜
努

し
、
午
前
十
憾
に
野
問
中
開
M

常的

号
総
念
公
開
闘
に
三
十
七
人
の
途

端
叫
ゆ
が
一
斉
に
丸
タ

i
ト
し
ま
し

た。
各
噛
階
掛
d

神
仏
、
款
の
日
・
な
あ
び

カ
殺
し
ま
し
た
が
、
我
孫
子
中

学
校
チ
ー
ム
は
終
姶
主
導
一
品
概
念

と
り
仙
胞
の
チ
ー
ム
を
中
時
喰
づ
け

ず
激
策
的
か
た
ち
に
な
ち
ま
し

た
n輿
肱
時
捻
二
位
争
に
移
行
，

t
し

た
が
、
総
合
力
で
ま
寄
る
湖
北

や
学
校
チ

i
ム
ハ
昨
年
は
八

位
〉
が
昨
年
ん
常
務
し
て
い
る
銭

安
ゅ
の
物
館
開
閉
を
幅
削
つ

v
l
民
運

び
で
堂
々
比
率
俊
勝
に
惣
き
ま
し

た。
こ
れ
ら
、
良
い
成
時
蝋
中
旬
残
し

た
の
は
議
官
な
総
務
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
以
伊
良
か
っ
た
か
ら
だ
k

患
い
ま
す
。

間
航
伝
記
録

?
位
我
柑
知
子
中
ハ
芦
腿
多

良
中
村
宏
、
中
段
縄
線
一
、
岡
山

口
漁
枇
階
、
議
バ
哲
也
、
総
務
附
問

後
捕
ペ
ル
机
久
間
同
清
湖
町
、
会
手
数

炎
、
長
谷
川
際
交
、
坂
本
義
〉

1
静
岡
関
知
分
約
秒

二
位
制
問
品
品
中
『
品
内

m.
今
井

然
、
岡
本
、
爆
線
、
今
井
豆
、

染
谷
漆
山
‘
竹
内
、
閉
そ

後
定
オ
リ
ヱ
ン

問ア

1
り
ン
ゲ
開
催

徒
索
中
々
野
晶

γ
テ
l
u
v
Y
グ

を
次
の
と
お
智
行
な
い
ま
す
。

オ
宇
品

γ
テ
i
9
Y
グ
と
は

柏
崎
陸
上
に
一
附
さ
れ
た
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
だ
け
総

持
簡
に
拘
探
し
当
て
.
き
仏
り
ら
れ

た
地
点
に
も
ど
勺
て
く
る
ゲ
ー

ム
で
す
。

は
じ
め
て
の
人
で
も
気
軽
に

で
き
る
ゲ
i
ム
で
す
阜
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
制潮時

γ
T
}
符月一一十一一一口
H

V
祭
会
時
吋
闘
が
よ
ぴ
場
所

手掛
H
m
府
公
開
問
中
央
午
後
…
時

w
v
O
L
形
式
H

ラ
イ
γ
O
L

M
V

ウ
ラ
ス
と
コ
ー
ス
限
韓
間

@
家
紋
抑
制

l
i
e
-
六・摘

。
災
女
調
出
合
総
i
人
的

世
写
出
申
し
込
み
先
u

バ
1
予
か
う

べ
る
八
二
i
六一ニ

O
六
滋

相
マ
申
し
込
み
拙
脚
緩
い
十
…
月
一
一

十一一円日

wv
拳
恕
鵬
R
u

一
人
二
吉
田
川

V
掘
削
畿
日
付
税
後
(
ハ
イ
キ
y
グ

府
斑
V-
i気
発
奮

'
ι
1・‘、診霊
?
t
z
a毒

殺

md

ー
臨
吋
附
問
引
品
分
絞
殺

十
二
伎
や
叩
ル
問
中
二
十
μ
知的跡

湖
北
食
中

ロ

発 27.169人総JH主231.人増

女 27，2B5人.. 230グ

鈴 5も454人"4品7" 

絞殺数14，7a善意土季語グ145役者?増

1号Jlの人口勤皇室

9l主計

際主主 総人 66人 132入

転入 312.人 3銭入 613人

死亡 S人 10人 18.人

総総 13J人 127人 2ω人

人

昭和必至r.l0Jl31日浅殺

j

h

 

A

帯
受
滋
務
執
棋
で
怠
子
さ
ん
安
血
〈
っ
た
と
き
の
議
奥
の
一
郷
町

五
万
れ
を
我
孫
子
甲
府
務
総
之
島
一
一

1
側
、
台
村
亥
之
姉
樹
君
ん
町

か
ら
身
体
言
葉
琳
識
に
と
い
た
だ
奪
ま
し
た
。
市
で
は
、
き
町

豊

麗

っ

そ

く

、

主

導

者

選

社

会

芸

審

議

に

俊

則

山

Z
対

瞬

間

mさ
せ
て
い
た
だ
く
と
み
に
し
ま
し
た
。

按
桝
品
問
A

曹
綴
北
台
中
学
校
か
ら
は
生
活
保
綴
繁
期
関
の

お
関
脇
欄
附
釜
に
と
一
一
一
千
蕊
資
行
寄
付
が
あ
9
ま
し
た

堅

問

機

り

で

、

き

q
そ
く
生
活
係
後
家
酔
轄
の
在
修
一
児

総
配
線
機
帯
臓
の
品
盟
十
闘
m
a
聞
に
使
用
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

闘
将
ぽ
描
盟
交
。

議

令

ま

た

発

日

‘

富

市

の

喜

縫

一

き

ん

か

藤

臨

機

主

筆

談

窓

警

蓄

に

と

笈

方

向

い

た

間
同
援
臨
時
だ
き
ま
し
た
。
む
の
お
金
は
、
内
問
尚
一
丁

E

鰭
騎
蜘
繍
二
十
六
被
七
録
的
故
岡
村
議
さ
ん
か
ら
粂
泊
問

機
綴
議
接
磨
枠
拡
し
て
い
た
本
請
で
後
浴
に
閤
ヮ
て
お
ら

れ
る
方
に
お
渡
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
南
市
諮
れ
て
い
た

お
金
で
す
。
前
で
は
‘
融
賦
世
鼠
た
す
け
あ
い
の
搬
出
、
生
活
保

鳴
館
駒
郡
榔
慨
に
お
渡
し
す
る
と
と
に
し
ま
し
た
。

町当

a
E
e

の占
慣
巾

，
か
っ
ぱ
繁
一
線
グ

レ
コ

i
ド
発
爽

蹴
問
光
協
会
で
は
、
淡
孫
子
の

災
時
間
「
か
っ
ば
俊
一
線
L

を
市
民

の
俊
輔
聞
い
い
加
知
4

て
い
た
だ
く
た

め

ν
コ
1
F
を
融
問
符
ず
る
こ
と

に
な
争
ま
し
た
匂

観
光
協
会
事
務
局
〈
市
役
所

内
級
品
仲
総
ヱ
調
印
)
守
臨
悶
死
し
て

お
り
ま
す
が
、
閥
同
浴
肢
で
す
の

で
、
お
早
闘
い
い
鱗
榊
入
く
だ
さ

い
。
ご
枚
五
一
自
由
け
〉

な
お
守
念
孫
子
市
灘
工
会
に

で
も
販
売
し
て
お

p
ま
す
の
で

ご
約
潟
く
だ
さ
い
。

計
霊
祭
定
糊
期
品
捜
査

千
時
網
開
開
齢
別
養
検
出
A
燃
が
叫
尚
武

杭
院
に
慈
づ
き
計
数
終
的
建
制
部
品
明

夜
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

と
の
絞
殺
は
計
愛
援
に
よ
れ
ソ

古
削
除
俗
年
一
一
出
世
間
施
ず
る
こ
と

が
議
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
‘
地
問

倍
、
ヱ
細
輔
、
熱
波
、
学
校
絡
で

品
副
議
総
安
取
れ
ツ
引
き
、
ま
た
は

絞
印
刷
に
俊
樹
用
し
て
い
る
卓
告
は
受

験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ム
に
な
り
て
い
ま
す
。

戸
検
登
昌
也
吋
‘
綾
部
閉
に
つ
い
て

ん
げ
は
、
重
義
一
言
昌
H
H
事

諮

問

子
安
公
開
に
受
付
い
た
し
ま
す
官
出

向
明
か
ら
の
通
知
骨
慣
に
よ
哲
次
の
事

交
明
慌
を
ど
穏
窓
の
う
え
必
ず
受
検

叫
即
し
て
く
だ
き
い
。

を

総

資

当

日

uu
次
の
も
の
を
持

鰍
参
し
て
く
だ
惑
い
a

持
説
@
計
綾
榔
惜
翁
お
も
え
ま
た

曜
は
分
削
聞
を
使
用
す
る
も
の
は
そ

ι
れ
ら
を
一
岨
捕
に
待
合
し
て
く
だ

き
い

a
v
e弘
前
涯
総
出
品
鍛
掛
制

緩
期
務
審
@
検
後
手
数
制
作

ハ一品目一一一十
m
円
か
ら
苔
内
緩

出品
v
h
暫
館
総

世
申
か
ら
捻
申
比
さ
れ
た
日
持
に

737 

行

政

相

談

人

綴

擁

護

相

談

十
一
え
の
行
政
相
相
談
、
人
権

臨
時
議
相
相
談
は
次
の
と
お
号
行
な

い
ま
ず
。

A
V
総
務
H

十
一
月
二
十
九
R
午

品
開
十
時
か
ら
午
後
一
点
臨
吋

ま
で

争
織
物
師
川
口
湖
北
交
際

タバコ!ま意内で

1本位付69.3銭T容に入与ます

や
か
な
持
な
い
理
由
開
に
よ
号
受
戸

数
で
き
な
い
場
合
は
必
ず
事
務

に
索
後
梯
間
後
林
郁
間
工
朝
間
へ
慾
持
関

し
て
、
そ
的
指
示
を
う
け
て
く

だ
苦
い
。

そ
の
他
縁
側
勝
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
綴
林
務
ヱ
譲
へ
お
附
闘
い

合
わ
崎
町
く
だ
さ
い
。




